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日 時   令和８年８月２２日（土） １０時～ 

場 所   王寺町防災コミュニティセンター 

（いずみスクエア） 

３階 いずみホール 

（達磨寺に鎮座する雪丸像） 



次   第 
 

１.開会挨拶 

２.来賓挨拶 

 ・王寺町 町長    平井 康之 様 

 ・中日本町村議会議長会 会長 

  王寺町議会 議長  中川 義弘 様 

 ・王寺町自治連合会 会長  井村 知次 様 

３.報告 

 ・まちづくり協議会設立に向けたこれまでの取組み 

 ・講評：王寺町本町エリアでの「まちづくり協議会」の取組み 

    一般財団法人 明石コミュニティ創造協会 宮内龍太郎 様 

 ・「まちづくり計画書」について 

４.総会議事 

 第１号議案 王寺町ほんまちエリアまちづくり協議会規約（案）について 

 第２号議案 王寺町ほんまちエリアまちづくり協議会役員の選任について 

 第３号議案 まちづくり計画（案）について 

 第４号議案 令和８年度事業計画（案）について 

 第５号議案 令和８年度予算（案）について 

 

５.閉会挨拶 



２０２5年
6月1日

これまでの取組み
令和3年4月に「王寺町まちづくり基本条
例」が施行されました。本町エリアでは
「まちづくり協議会」の設立に向けて地域
と連携しながら取り組んできました。

本町地区自治会長会での検討（全6回）

本町エリアの“これから”を考えるワークショップ

「本町エリアまちづくり協議会設立準備会」 （ほんまち未来ラボ）の取組

2026年8月22日 王寺町ほんまちエリアまちづくり協議会
設立総会

これからの本町エリアの課題
を抽出するために、自治会を
中心に消防団、民生児童委員、
子ども会、老人会で検討を重
ねました。

本町エリアの誰でも参加できる
ワークショップを開催。「まちづく
り協議会」の取組みを紹介し、本
町エリアの魅力と課題についてグ
ループワークをしました。

２０２４年
4月～

２０２４年
10月12日

２０２４年
1月～

本日

2025年に入り、まちづくり協議会に向けた取組みをより具体的に進めるため、「本町エリアまち
づくり協議会設立準備会」が発足。
プロジェクト会議のメンバーだけでなく、本町エリアの各種団体や町と連携しながら、まちづくり
協議会の組織体制や活動方針について検討を始めました。

２０２5年
8～9月

住民アンケート・アンケート結果報告会

まちづくり協議会の活動方針をより地域のニー
ズに沿ったものとするため、本町エリアの全て
の住民を対象としたアンケート調査を実施。
本町地区自治会長会のご協力のもと多くの回
答をいただき、調査結果を取りまとめたアン
ケート報告会を開催しました。

２０２6年
1月31日

ワークショップ参加者を中心に、まちづく
り協議会を検討するプロジェクト会議、「ほ
んまち未来ラボ」が発足。
毎月第4土曜日に定例会議を行い、まちづ
くり協議会設立に向けて進んできました。

検討会議を毎月1回 合計２１回開催



第１号議案 王寺町ほんまちエリアまちづくり協議会規約（案）について 

 

王寺町ほんまちエリアまちづくり協議会 規約（案） 

 

 

第１章 総則 

（名称及び事務所） 

第１条  この会の名称は「王寺町ほんまちエリアまちづくり協議会」（愛称：ほんまち未来ラボ）

（以下「本会」という）と称し、事務所を「いずみスクエア」（王寺町本町４丁目６４５－１）内に置く。 

 

（目的） 

第２条  本会は、王寺町本町地区自治会長会に所属する全ての自治会の区域を含むエリア

（以下「本町エリア」という。）内において、「ひとりにしない 心灯るまち」づくりを推進するため、

地区自治会長会、自治会、各種団体、地域住民等が相互に連携・協力し、地域の課題発掘と、そ

の解決に向けた取組の推進を図ることを目的とする。 

 

（構成員） 

第３条  本会は、次の各号に該当する者及び別表に掲げる団体等をもって構成員とする。 

（１）本町エリアに居住する者 

（２）本町エリアで学ぶ者 

（３）本町エリアで働く者及び事業を営むなどの活動を行う者 

（４）本町エリアで活動する自治会 

（５）本町エリアで活動する各種団体 

（６）その他、会長が必要と認める者 

 

（区域） 

第４条  本会が主として活動を行う区域は、本町エリアとする。ただし、他の協議会等と協力

する場合は、他の区域で活動することができる。 

 

（取組）  

第５条 本会は、第３条に規定する構成員を対象として、次の取組を行う。 

(1) まちづくりに関する計画の策定及び改訂に関すること 

(2) まちづくり活動の企画、検討及び実施に関すること。 

(3) 各種団体との連携及び協力並びに連絡調整に関すること。 

(4) 行政等への地域課題の情報提供及び支援活動の提言に関すること。 



(5) 活動の計画及び実施の状況並びに予算及び決算に係る資料の公表に関すること。 

(6) その他、本会の目的達成に必要なこと。 

 

（代議員） 

第６条  本会に代議員を置く。代議員は別表に掲げる団体等の代表者とする。 

２  代議員の数は別表に定めるところによる。 

 

（まちづくりサポーター） 

第７条 本会にまちづくりサポーター(以下「サポーター」という。)を置く。 

２  第３条各号に掲げる者のうち、第２条に賛同し希望する者は、サポーターになることがで

きる。 

３  サポーターは、第５条第１項各号に掲げる事業を支援・協力することができる。 

４  本町エリアまちづくり協議会設立準備会委員は設立時にサポーターとなることとする。 

第２章 役員 

（役員） 

第８条  本会に次の役員を置く。 

（１）会  長          １名  

（２）副会長     ５名以内 

（３）事務局長      １名 

（４）会  計        １名 

（５）監  事         ２名 

 

（役員の選出） 

第９条  役員は、代議員の中から、総会において選出する。 

 

（役員の職務） 

第１０条  役員の職務は次のとおりとする。 

（１）会長は本会を代表し、会務を統括する。 

（２）副会長は会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、会長があらか

じめ指名した順序により、その職務を代行する。 

（３）事務局長は、事務局を統括し、本会の調整及び事務事業を執行する。 

（４）会計は本会の会計事務を処理する。 

（５）監事は本会の会計及び事業を監査し、総会に報告する。 

 

 

 



（役員の任期） 

第 1１条  役員の任期は 2年とする。ただし、再任は妨げない。 

２  補欠により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

第３章 会議 

（会議） 

第１２条 本会の会議は、総会、役員会、企画会議及び部会とする。 

 

（総会） 

第１３条  総会は本会の最高議決機関であり、代議員をもって構成する。 

 

（総会の機能） 

第１４条  総会は次の事項を審議し、承認又は議決を行う。 

（１）事業計画及び予算に関する事項 

（２）事業報告及び決算に関する事項 

（３）まちづくり計画の策定及び改訂に関する事項 

（４）役員の選任・解任に関する事項 

（５）部会の新設、統廃合に関する事項 

（６）規約の制定及び改廃に関する事項 

（７）本会の解散に関する事項 

（８）その他本会に関する重要事項 

 

（総会の招集等） 

第１５条  総会は会長が招集する。 

２  総会は、毎年１回定期総会を開催するほか、会長が必要と認めたとき、又は代議員の３分

の１以上の請求があったときは、臨時総会を開催することができる。 

３  総会を招集するときは、会議の開催日時、場所、目的、及び審議事項を示して、開催日の５

日前までに文書等をもって通知しなければならない。 

４  総会の議長は、出席した代議員の中から選出する。 

５  総会は代議員の過半数の出席（委任状を提出した者を含む。）をもって成立する。 

６  総会の議決は、この規約に定めるもののほか、出席者の過半数をもって決定し、賛否同数

の時は議長が決定する。 

７  総会の議事については、議事録を作成するものとする。 

８   第３条に規定する構成員が、総会の議事録の閲覧を請求したときは、正当な理由がない

限りこれを閲覧させなければならない。 

 



（総会の公開） 

第１６条  総会は原則として傍聴することができる。 

        

（役員会）   

第１７条  役員会は、総会に次ぐ議決機関であり、第８条に定める役員をもって構成する。 

２  役員会は会長が招集する。ただし、役員の３分の１以上による請求があったとき、又は第１

８条第７項の規定により、企画会議から役員会の招集を求められたときは、会長は速やかに会

議を招集しなければならない。 

３  役員会の議長は、会長が行う。 

４  役員会は役員の過半数（委任状を提出した者を含む。）の出席をもって成立する。 

５  役員会の議事は出席者の過半数をもって決定し、賛否同数のときは議長が決定する。 

６  役員会は、次の事項を審議し、承認又は議決を行う。 

(1)総会に付議する事項  

（２）総会で議決した事項の執行に関する事項 

（３）正副部会長選出に関する事項 

(４)部会の活動状況、事業計画の進捗の報告に関する事項 

(５)役員会の運営に関する事項（規約に定めがある事項を除く。） 

(６)その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

７  役員会の議事については、議事録を作成するものとする。 

８  第３条に規定する構成員が、役員会の議事録の閲覧を請求したときは、正当な理由がない

限りこれを閲覧させなければならない。 

９  正副部会長及び会長が必要があると認めた者は、役員会に出席することができる。 

 

（企画会議） 

第１８条  各種事業の企画・検討、各部会間の調整を図るため、本会に、企画会議を置く。 

２  企画会議の構成員は、各部会の正副部会長及び参加を希望するサポーターとする。 

３  企画会議は、次の事項を審議議決する。 

(1)役員会に付議する事項

(2)その他、総会及び役員会の議決を要しない業務の執行に関すること   

４  企画会議の議長は、出席者の中から選出する。 

５  企画会議の議事は、出席した構成員の過半数をもって決定し、賛否同数のときは、議長が

決定する。 

６  企画会議は、必要に応じて、役員会に活動状況、事業計画の進捗状況について報告するも

のとする。 

７  企画会議において議決した事項のうち、役員会の議決が必要となる場合であって、緊急

に処理する必要がある場合は、臨時の役員会の招集を請求できるものとする。 



 

（部会） 

第１９条  第５条第２項に定めるまちづくり活動の企画、検討及び実施を行なうため、本会に

次の部会を置く。 

（１）安全安心部会   防犯、防災 

（２）子ども部会    子育て、健全育成、教育 

（３）高齢者部会    福祉、健康 

（４）イベント部会    交流、歴史、文化 

（５）環境部会       美化  

２  部会はサポーターで構成し、希望する複数の部会に所属することができるものとする。 

３  部会には部会長及び副部会長を置き、部会員の中から選出し、役員会で承認する。 

４  部会長は部会を代表して会務を統括し、会議の議長を行う。 

５  副部会長は部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、その

職務を代行する。 

６  部会は必要に応じて部会長が招集する。ただし、部会員の過半数の請求があったとき、部

会長は速やかに会議を招集しなければならない。 

７  部会は部会員の過半数の出席をもって成立する。 

８  部会は、次の事項を審議議決する。 

(1)企画会議に付議する事項 

(2)その他、総会及び役員会の議決を要しない部会の業務の執行に関すること   

９  部会の議事は、出席した部会員の過半数をもって決定し、賛否同数のときは、議長が決定

する。  

１０ 部会長は必要があると認めるときは、部会員以外の者を会議に出席させ、意見を求める

ことができる。 

1１ 部会長、副部会長の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。  

1２ 役員会が必要と認めたときは、総会の承認を得て、部会の新設・統廃合をすることができ

るものとする。 

 

第４章 事業計画、予算、会計 

（事業計画及び予算） 

第２０条  本会の事業計画及び予算は、会長が役員会の審議を経てその案を作成し、総会の

議決を経て定めなければならない。 

２  前項の規定にかかわらず、年度途中における予算の補正は、役員会の議決により定める

ことができるものとする。 

３  会計年度開始までに予算が総会において議決されていない場合は、会長は、総会におい

て予算が議決される日までの間は、前年度の予算を基準として収入支出をすることができる。 



４  第１項の規定により定めた事業計画及び予算は、広報紙等への記載などの方法により公

表するものとする。 

 

（事業報告及び決算） 

第２１条  本会の事業報告及び決算は、会長が役員会の審議を経てその案を作成し、毎事業

年度終了後、速やかに監事の監査を受け、総会の承認を受けなければならない。 

２  前項の規定により作成した事業報告及び決算は、広報紙等への記載などの方法により公

表するものとする。 

 

（会計） 

第２２条  本会の会計年度は、４月１日から３月３１日までとする。 

２  本会の運営に要する経費は、補助金、寄付金その他の収入をもって充てる。 

 

３  本会は、会の収入、支出及び資産状況を明らかにするため、会計及び資産に関する帳簿を

整備しなければならない。 

４  第３条に規定する構成員が、帳簿の閲覧を請求したときは、正当な理由のない限りこれを

閲覧させなければならない。 

 

第５章 事務局 

（事務局） 

第２３条  本会の円滑な運営を図るため、事務局を設置する。 

２  事務局には、役員会で推薦し総会の承認を得て、事務局長を置く。 

３  事務局には、役員会の承認を得て、会長の任命により事務局員を置くことができる。 

 

（広報委員会） 

第２４条 本会の活動内容や地域情報を広く地域住民に周知し、地域住民の本会への協力及び

参加を促進するため、事務局に広報委員会を置くことができる。 

２  広報委員会は、広報誌の編集・発行及びその他の広報活動を行う。 

３  広報委員会は、サポーターの中から選出された次に掲げる委員により構成する。 

（１）広報委員        若干名 

（２）その他、広報委員会が必要と認める者 

 

第６章  雑則 

（規約の改廃及び解散） 

第２５条  本会の規約の改廃は、総会において出席者の３分の２以上の賛成を必要とする。ま

た、本会の解散は、総会において出席者の４分の３以上の賛成を必要とする。 



 

（その他） 

第２６条  この規約に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、役員会において別

に定める。 

 

附則 

１  本会の設立当初の役員の任期は、第１１条第１項の規定にかかわらず、設立の日から次の

総会までとする。ただし、再任は妨げない。 

 

２  本会の設立当初の会計年度は、第２２条第１項の規定にかかわらず、設立の日から令和９

年３月３１日までとする。 

 

３  この規約は令和８年８月２２日より施行する。 

 

別表（第３条、第６条関係） 

団 体 名 等 代議員数 

本町地区の自治会長 16 

まちづくり協議会事務局長 １ 

消防団第２分団 １ 

防災士ネットワーク １ 

北義務教育学校 １ 

北義務教育学校 PTA  ２ 

児童文化協会 １ 

民生児童委員協議会 １ 

老人クラブ連合会 １ 

交通安全母の会 １ 

サポーターから選出 15名以内 

 

 

 



第２号議案 

 王寺町ほんまちエリアまちづくり協議会役員の選出について 
 

2026年度（令和 8年度） 王寺町ほんまちエリアまちづくり協議会 役員（案） 

 

役職 氏名 居住地域 地域での役職等 

会長 吉川 久 青松園 自治会長 

副会長 

豊田 賀世子 青松園 ― 

宮村 さつき 天吹 ― 

森   優稀 桃山 自治会副会長 

森田 眞弓 葛下２・３丁目 ― 

吉村 裕幸 門前 自治会長 

事務局長 中井 美佐夫 白瓜 自治会長 

会計 西上 晋 張井北町 自治会長 

監事 

井村 知次 天平台 
王寺町自治連合会

会長 

水谷 賢次 向ヶ丘 自治会長 

 



第３号議案 

 王寺町ほんまちエリアまちづくり計画（案）について （別添） 

 

第４号議案 

 令和８年度事業計画（案）について 

まちづくりビジョン：ひとりにしない心灯
とも

るまち 

 

  1.防災事業 

【目標】 

いずみスクエアを活用した防災訓練など、子どもから大人まで幅広い世代

が参加できる取組みを実施し、本町エリアの防災意識・防犯意識の向上に

貢献する。 

【活動例】 

子どもも参加できる放水訓練、消火器訓練など 

 

 ２.まちの担い手育成事業 

【目標】 

これからの本町エリアを担う世代をターゲットに、交流事業や地域活動を

実施する。本町エリアの各自治会、子ども会、あるいは事業者とも連携し、

本町エリア全体を活動範囲として捉えて、事業を実施する。 

【活動例】 

子どもに関わる活動への支援、子どもの居場所づくり、地域活動に関わる

人を増やす取組みなど 

  

 ３.世代を越えてつながる事業 

 【目標】 

 本町エリアの住民が誰でも集える場、イベント、機会を創出する。 

 【活動例】 

 高齢者の見守りや居場所づくり、世代を越えて参加できる催しなど 

 まちづくり協議会設立記念イベントの実施 



第 5号議案 

  令和 8年度予算（案）について 

 

■収入の部 

 

■支出の部 

 



メモ欄



メモ欄
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